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15. チャネ リング粒子の非弾性散乱
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相 対的的飢城では ､ クー ロン相互作川 のほ か,掘滞効 果 も含 めねばな らない.
遅滞効果 のn･井 は､デ ィ ラ ックカ椙式 で の二次のt,!!動 とな るので, 容易 では な
い. ここでは､ 相対 夏鳥的 計37.の手始め と して､ 遅滞効果 Q)形轡 につ いて 調べ る.
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